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な し に 発生す る もの の よ 5 で あ る 。 フ ォ イル ゲ ン 反

応押 し つ ぶ し法 に よ り，ナ ウ プ リ ウ ス 幼生 の 染色体

を観祭し た 。 染色体数 の 頂数は 42で ある 。

　 こ れ らの 観察結 果 に加 え て ，ア ル テ ミ ア 乾燥卵 を

用い て の 細胞学な らび に遺伝学の 研究の 可能性 と発

展性 に つ い て 二 ，三 の 考察を試み た 。

メダ カ の YY 接合子の 生存能力の 問題

山　　本　　時 　　男

　　（名大 ・理 ・生）

　人為性転換 （X ’YR ） ♀ × X ’YR ♂　（r は 白 ，　 R

は 緋） の FLH ♂ ♂ は
ifs

　b： YRYR で あ る 筈 で あ る

が ，生存 YRYR は 稀で 2157 ＝ 　1／28・5 で あ る。 す

なわち YRYR の 大多数は致死 で あ る。 と こ ろ が性

転換 （X 「YR ） ♀ × X 「Y 「
♂ の F ［ 中 の YRY 「

♂ 3

は 予想 K 反 し て 理論比通 りに 生存す る 。
こ の 事実は

正常 YR の
一部 に   劣性致死因子 （1）または Cv）生

存 に 必要な主因子 の 退化 し た 伴性無能節 く一）の 存在を

暗示す る （第 1図）。
X 「 と YR 及 び XR と Y 「

の

交叉 価 の 不 相 称性 か ら 演者は 後（U）の 想定 を と る 。 大

多数 の YRYR は YR ，
−Y ，

Rr 一
で致死 で あ る が，交

叉 に よ り X の 活力節（＋ ）が Y に 移転 し た交 叉 Y 費
゜

と YR ・一と の 組合 せ に よ る稀な Y 野
＋ YR ・

一
だ け が生

存能 が あ る と想定さ れ る 。 大多数の YRY 「

が 生 存

可能な の は YR ・
−Y 「 ・＋ で あ る か らで あ る 。 演者 の 育

種 し た 白 系 （XTXT ♀−XTY 「 ♂） の 始祖 X 「Y 「

♂の

Y 「 は 突然変異 で YR → Y 「
に な っ た の で は な く，

x ’・’ m u

YR ・一

　第 1 図 。 メ ダ カ の 正 常 X 「

及 び 正 常 YR 染色体

の 連鎖地図 。 X 及 び y は 非相同 の 性分化節， 白 地

帯 は 相 同 部 で 交叉が起 る。（
一

）は 伴 性無能節 ， （＋ ）

は 活 力節で 生存に 必要な主因子 （複数） を含 む 。
エ

y 及び （＋ ），（一）の 単位 は 不 明で あ るか ら末端 を鋸

歯状で 示す 。
X と r 座 ◎ と R ） の 間 は ♂ で は

0・2± O．　Ol 交叉単位 。

X 「

と YR の 交叉 に 由来するか ら （図参照），
　 X の

r と 共 に （十 ）節 も Y に移 っ て Y 「
，
＋

で あると推理

され る 。 正常 YR に （一）節があ り， 正常X に （十 ）節

があ る とい う推論 を支持す る三 つ の 証明を次に の べ

る 。 〔1〕こ の 想定に よ れ ば 生 存 YRYR は Y8 ’＋YR ・
一

で あるか ら ， こ れ と X 「 ・＋ X 「 ・＋ の Ft に は X 「・＋

Y 炉
＋

と X ’ ・＋YR ・
一

の 二 つ の 遺伝 子 型 が あ る筈 で あ

る 。 実際に 7尾 の FIX 「 yR ♂ ♂ を性転換 （X 「 ，＋ YR ，一）

♀ で 検定 し た結果 2 尾 は X 「
・＋ Y 酌

＋

， 5 尾は X ’
，＋

YR ・一と判定さ れ た 。   X 「X7 ♀ × X ’YR ♂，性転換

（X 「yR ）♀ × X 「yR ♂及 び性転換 （XTYR ）♀ × 性転

換 （X ’X つ♂の F
・ 中 に 例外 と し て 出現す る 交 叉 緋

X 「X ｝
R

♀ × X 「YR ♂の F量 が期待此 の lr ♀ ： lR ♀

： 2R ♂ とな らず に lr ♀ ： IR9 ： IR ♂ に な る 奇

異な現象は 薊報 で も報じ た が ， そ の後の 資料 で も確

認 され た 。 と こ ろ が 交 叉 緋X7X 許♀ × 白 X 「Y 「
♂ の

Fr は 理 論 比 の lr ♀ ： lr ♂ ： IR ♀ ： IR ♂に分離

し，XERYr は X 罫
γ Y 「

・
＋

で 生存可能 で あ る こ とが

立 証 され た。X 許YR は XIR，−yR 广 で 致死で あ る こ と

が前述 の 奇 異な分離 比 か ら想定 され た が，実際に交

叉 耕 XTX 野♀ × X ’YR ♂の F ，R ♂ ♂ （X 夛YR が 生存

力があれば理論上は 1X ・Y 恥 1 ×5YEを含む ） の

26 尾 を X 「X 「
♀ で 検定し た結果 全部が X 「yR で

XfYR は 0で あ っ た 。 〔3）Y 「 は Y 「 ・＋
で あ る か ら

Y ’Y 「
の 生存可能が予想 され る が，実際 に 次 の 実験

で 確 め られ た 。 白 X ’ X 「 ♀ × 緋 XEY 「

♂ は 十 文字

遺伝 を示 し ， 正常飼育 で は F， は緋 X ’XR ♀ ♀ と 白

X 「Y 「

♂ ♂ とな る が，エ ス ト ロ ン 飼育 で は性転換（X

「Y 「

）♀♀が得 られ る 。 性転換 （XTY 「

）♀ × X 「Yr ♂

の Ft は 期待比 の lr ♀ ： 3r ♂ と な り，
　 r ♂ ♂ 12 尾

を検定 し た結果10尾 の X ’YT と 2 尾 の Y 「Y7 が 検

出 さ れ た 。 性染色体 の 分化程度が低い と言われ て い

る 魚類 の 中 に もメ ダカ の よ うに 遺伝的 に X と Y の

分化 が明 か で あ るば か りで な く，
Y 染色体の 退化 の

初期段階を示す伴性無能節 を有す る魚 の ある こ とは

脊椎動物 の Y 染 色体 の 退行的 進化を考察す る 上 に

注 目す ぺ きで あ ろ う。 ま た こ の 事実 か ら X 染色体

に は 接合子 の 生存 に 必 要な因子 （複数） を含む活力

節（十 ）の 存在が 推論 さ れ る o 正 常 の ♂ （X ＋Y −
）で は

母 親ゆ づ りの X 染色体あ （＋ ）節の 恩恵に浴 し て 生

存能力を保 っ て い る 。
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